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次
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
、「
公
教
育
を
問
い
直
す
」
で
す
。
現
在
、「
公
教
育
」
の
概
念
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
繰
り
返
さ
れ
る
教
育
改
革

に
対
し
て
、
改
革
至
上
主
義
と
の
批
判
も
あ
り
ま
す
。
他
方
、
社
会
変
動
の
下
で
、
学
校
と
い
う
制
度
や
教
育
と
い
う
観
念
の
意
味
を
問
い

直
さ
ざ
る
を
え
な
い
局
面
に
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
こ
の
構
造
的
な
問
題
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
長
期
の
臨
時
休
校
を
経
て
先
鋭
化
し
、

学
校
の
未
来
像
や
公
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
複
数
の
競
合
す
る
道
筋
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
社
会
の
境
界
線
が
ゆ
ら
ぎ
、
従
来
の
日
本
社
会
に
お
け
る
、
学
校
教
育
と
家
庭
生
活
、
地
域
活
動
、
労
働
等
と
の
構
造
的
連
関
を

再
構
築
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
一
般
社
会
の
当
た
り
前
と
隔
絶
し
た
学
校
を
社
会
に
開
き
、
社
会
、
特
に
経
済

界
が
求
め
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
意
識
し
た
人
材
育
成
機
能
を
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
新
自
由
主
義
の
進
行
の
中
で
既
存
の
社
会
を
批

判
的
に
問
い
直
す
よ
う
な
主
権
者
教
育
、
市
民
性
教
育
が
重
要
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
学
校
と
い
う
場
は
必
ず
し
も
教
育
機
関
で
あ
る

必
要
は
な
く
、
福
祉
的
な
役
割
を
よ
り
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
具
合
に
、
学
校
の
機
能
と
役
割
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
学
術
会
議
会
員
の
任
命
拒
否
問
題
を
は
じ
め
、
学
問
の
自
由
と
民
主
主
義
、
公
教
育
に
お
け
る
国
家
統
制
と
教
育
の
自
由
と
い
っ
た
問

題
も
、
切
実
性
を
帯
び
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
学
校
が
担
っ
て
き
た
、
あ
る
い
は
新
た
に
担
う
べ
き
と
さ
れ
る
機
能
と
役
割
を
誰
が
担
う
の
か
と
い
う
と
き
、
必
ず

し
も
教
師
が
担
う
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
論
調
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
社
会
に
開
か
れ
た
学
校
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
、
チ
ー
ム
学
校
な
ど
、
学
校
と
家
庭
と
地
域
、
あ
る
い
は
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
や
専
門
職
と
の
連
携
・
協
働
が
重
視

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
「
脱
学
校
」
論
の
動
き
は
大
き
く
な
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
は
じ
め
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
整
備
も
追
い
風
に
、
教
育
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
教
育
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
存
在
感
が
増
し
、
そ
の
活
力
へ
の
期
待
感
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
働
き
方
改
革
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も
手
伝
っ
て
、
学
校
の
ス
リ
ム
化
や
仕
事
の
外
注
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
教
育
の
市
場
化
・
商
品
化
、
特
に
、
教
師
と

い
う
専
門
職
、
さ
ら
に
は
学
校
と
い
う
公
的
機
関
を
経
由
し
な
い
、
自
由
で
多
様
な
教
育
の
在
り
方
を
も
予
感
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
、
学
校
の
公
共
的
使
命
、
人
材
育
成
等
に
止
ま
ら
な
い
教
育
と
い
う
営
為
の
価
値
、
教
職
の
専
門
性
な
ど
が
問
わ
れ
る
中
で
、

第
一
四
号
で
は
、「
公
教
育
を
問
い
直
す
」
を
特
集
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
学
校
の
機
能
と
役
割
や
公
教
育
の
理
念
や
公
共
性

概
念
に
関
わ
る
哲
学
的
・
歴
史
学
的
検
討
、「
新
し
い
能
力
」
言
説
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
公
共
性
、
個
性
・
多
様
性
重
視
と
い
っ
た
教
育
内

容
・
方
法
面
で
の
検
討
、
教
職
の
専
門
性
と
自
律
性
、
働
き
方
改
革
と
い
っ
た
教
師
研
究
の
立
場
か
ら
の
検
討
、
学
校
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
、

多
様
な
教
育
機
会
の
保
障
、
多
様
な
ア
ク
タ
ー
を
想
定
し
た
教
育
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
在
り
方
と
い
っ
た
教
育
経
営
学
的
・
教
育
行
政
学
的
検
討

と
い
っ
た
テ
ー
マ
群
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
日
本
の
現
状
分
析
に
止
ま
ら
ず
、
国
際
的
な
動
向
の
分
析
と
い
う
形
で
展
開

し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
テ
ー
マ
群
は
あ
く
ま
で
例
示
で
あ
り
、「
公
教
育
」
と
い
う
大
き
な
主
題
に
関
わ
っ
て
、
新

た
な
問
い
や
研
究
課
題
が
大
胆
に
提
案
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
自
由
で
積
極
的
な
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
査
読
の
結
果
、
特
集
論
文
で
は
な
く
自
由
投
稿
論
文
の
カ
テ
ゴ
リ
で
の
掲
載
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
『
教
育
学
年
報
』
投
稿
要
領

１　

発
行
予
定　

二
〇
二
三
年
八
月

オ
ー
プ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
査
読
の
上
、
編
集
委
員
会
で
採
択
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

２　

募
集
原
稿
の
文
字
数

【
タ
イ
プ
①　

次
号
テ
ー
マ
「
公
教
育
を
問
い
直
す
」
に
沿
う
原
著
論
文
】

一
六
〇
〇
〇
字
以
内
。
原
稿
は
Ａ
四
判
（
横
置
き
）
で
縦
書
き
、
一
頁
あ
た
り
三
〇
字
×
四
〇
行
で
作
成
し
、
図
表
・
注
を
含
め
て
、

一
四
枚
以
内
を
一
六
〇
〇
〇
字
と
み
な
し
ま
す
。
な
お
、
査
読
の
結
果
、
タ
イ
プ
②
の
原
著
論
文
、
あ
る
い
は
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
掲

載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



325　『教育学年報 14 号　公教育を問い直す』・原稿募集

【
タ
イ
プ
②　

自
由
テ
ー
マ
の
原
著
論
文
】

一
六
〇
〇
〇
字
以
内
。
原
稿
は
Ａ
四
判
（
横
置
き
）
で
縦
書
き
、
一
頁
あ
た
り
三
〇
字
×
四
〇
行
で
作
成
し
、
図
表
・
注
を
含
め
て
、

一
四
枚
以
内
を
一
六
〇
〇
〇
字
と
み
な
し
ま
す
。
な
お
、
査
読
の
結
果
、
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
タ
イ
プ
③　

研
究
動
向
紹
介
・
書
評
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど
】

一
〇
〇
〇
〇
字
以
内
（
超
え
る
場
合
は
応
相
談
）。
原
稿
は
Ａ
四
判
（
横
置
き
）
で
縦
書
き
、
一
頁
あ
た
り
三
〇
字
×
四
〇
行
で
作
成
し
、

図
表
・
注
を
含
め
て
、
九
枚
以
内
を
一
〇
〇
〇
〇
字
と
み
な
し
ま
す
。

３　

原
稿
の
形
式
と
送
付
先

①	

「
Ｍ
Ｓ
―

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
」
と
「
Ｐ
Ｄ
Ｆ
」
の
二
種
類
（
同
内
容
）
の
電
子
デ
ー
タ
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②	

原
稿
と
は
別
に
、
日
本
語
に
よ
る
概
要
（
四
〇
〇
字
程
度
）
を
付
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
が
決
定
し
た
場
合
、
別
途
、
英
文
タ
イ
ト

ル
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

③	

原
稿
は
、
論
文
題
目
、
原
稿
の
種
類
、
投
稿
者
の
氏
名
、
所
属
、
住
所
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
書
き
添
え
の
上
、
世

織
書
房
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〈seori@
nifty.com

〉
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
で
の
ご
提
出
が
難
し
い
場
合
は
、
世
織
書
房
〈
〇

四
五
―

三
一
七
―

三
一
七
六
〉
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

４　

投
稿
内
容
は
未
刊
の
も
の
に
限
り
ま
す
が
、
既
発
表
の
論
文
が
部
分
的
に
組
み
込
ま
れ
て
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
重
複

部
分
を
明
示
し
、
投
稿
論
文
と
あ
わ
せ
て
参
考
論
文
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

５　

投
稿
論
文
は
各
号
の
採
択
が
判
明
す
る
ま
で
、
他
の
媒
体
へ
重
ね
て
投
稿
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

６　

締
め
切
り　

二
〇
二
三
年
二
月
二
八
日
（
必
着
）

７　

問
い
合
わ
せ
先　

世
織
書
房
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〈seori@

nifty.com

〉
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二
一
世
紀
は
学
習
社
会
と
さ
れ
、グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
よ
る
競
争
を
前
提
と
し
た
「
社
会
人
の
学
び
直
し
（
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
）」

が
、
人
生
一
〇
〇
年
時
代
な
ど
の
長
寿
化
に
よ
っ
て
生
涯
学
習
が
、
そ
れ
ぞ
れ
関
心
を
呼
ぶ
状
況
に
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
社
会

教
育
と
し
て
学
齢
期
以
降
の
学
習
を
扱
っ
て
き
た
も
の
の
、
本
来
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
学
び
続
け
る
」
生
涯
学
習
は
今
や

技
能
の
獲
得
・
更
新
に
よ
る
資
格
化
を
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
あ
る
い
は
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
の
関
係
を
含
め

て
生
涯
学
習
を
改
め
て
扱
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
詳
細
な
趣
旨
は
第
一
四
号
に
掲
載
し
ま
す
。
ぜ
ひ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

『
教
育
学
年
報
一
五
号
　
二
一
世
紀
の
生
涯
学
習
』・
予
告


